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製作年 音域 ディメンション（㎝） 弦長（ｃ２） 現在の所有者
１７２０ Ｃ－ｆ３（５４鍵） ２２８．６×９５．６×２３．５ ２８．６ ニューヨーク，メトロポリタン美術館
１７２２ Ｃ－ｃ３（４９鍵） ２２５．７×８１．３×２１．５ ２８．２ ローマ，楽器博物館















































































































































































































）C．P．E．バッハに師事した J．G．ミューテル（J．G．Muthel １７２８～８８ 独）の「２台
のクラヴィコードのためのソナタ（１７７１）」も優れた作品である。
【参考文献】
１）渡邊順生著『チェンバロ・フォルテピアノ』東京書籍，２０００年９月。
２）小林 仁「ダイナミックスの表現はその人の音楽的な知性を物語ります」（『レッスンの友
第３８巻』２０００年５月１日，レッスンの友社，８～１３頁）。
４）小倉貴久子著『カラー図解 ピアノの歴史』河出書房新社，２００９年３月。
５）『音楽大事典』平凡社，１９８２年１１月。
３２ 鈴木：ピアノの発明と発達 その２
付記：この研究は，北方圏学術情報センター PORTO音楽教育研究プロジェクトの助成金
を受けて作成したものである。
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